20130623礼拝
ユダヤの王イエス（ルカ23:35-38）
　一般的に自分が正しいときには絶対に曲げようとしません。自分が正しいのに曲げることによって損してしまうということは嫌です。また、自分が力があるときにやられっぱなしになるということは許されません。必ず返さないといけません。力があるのにやられる、損してしまうということは到底考えられません。一般的にはそうです。力があるのにやられる、こちらが正しいのに譲る、裁かれるということは普通に考えたときにはあり得ないことです。しかし、そういうことでは本当の意味で人を幸せにして人を助けるということはできません。決着はつけるかもしれません。でも、世の中、そして、人生の基準というものは決着をつけるところにあるわけではありません。どちらが正しいかの問題でもありません。結果、人が生かされるか、結果、本当に人にこの世にあるものでは与えられないいのちの救いの祝福が与えられるかどうかということが問題です。特にクリスチャンの私たちがそのことに対して理解していないと、クリスチャンでありながらも世の中の人と同じレベルを生きるようになりますので、結局、クリスチャンとしての力を発揮することができません。クリスチャンとして現場で負けっぱなし、また、人を助ける力がない、逆に自分の問題を抱えてそこから出られないままアップアップする状態が続く理由は世の中の人と同じレベルに立っているからです。もっと正確に申し上げるとイエス様を信じているのにもかかわらず、イエス様がキリストであるということが少し薄れていてよく分かっていない、あるいは曖昧であるがゆえにクリスチャンでありながらも力を出すことができないでいるということを覚えていただきたいと思います。

そういう意味で、今日の聖書の箇所をとおしてイエス様が本当にキリストなのかどうかということをもう一度確認し、それをしっかりと自分の告白としてそれぞれ告白していただきたいと願います。そうすると、今現在皆さんが抱えている葛藤や様々な心配などを乗り越えて、打ち勝って、そこから自由になって多くの人を助けるクリスチャンになることができます。本当に周りから見ていても「違うな、格好いいな」と思われるクリスチャンになれます。また、会社、あるどこかの社会にいる人はその社会に本当の意味で役に立つ、ゆくゆくはそこのトップに立つクリスチャンになれるわけですから、ぜひ今日の聖書をとおして「イエス様が本当のキリストです」と言うことをもう一度確認して、皆さんの告白として告白を捧げるようになっていただきたいと思います。
　
イエス様が逮捕され、またでたらめな裁判、とんでもない裁判の結果、十字架の死刑を宣告されるようになりました。それで、十字架を背負ってご自分は体力が衰弱していて背負う力がなかったので、クレネ人のシモンという人に代わりに背負わせ、いよいよ十字架につけられるようになりました。本当に凶悪な犯罪者がつけられる死刑台であり、ものすごく悲惨な姿です。それを見て民衆は見物をしているような状態でした。そこで、指導者やパリサイ人たちはそのイエス様の姿を見てどのようにあざ笑っていたのかというと、「他人は救ったと言うなら、もし神のキリストであれば、選ばれた者であるなら自分を救ってみろ。あなたはキリスト、キリストと言いながら他人を救ったと言っているけれど嘘つきだ」という意味です。それが正しいのなら今自分がそのような大変な目に遭って死にかけている状態なのになぜ自分を救うことができないのか。他人を救う力があれば、あなたはキリストとしての能力、力があるとすれば自分自身のことを今のまま、大変なまま、そして、悲しい目に遭ったままほっておくわけにはいかないでしょう。自分自身を救うことができるのではないか。だから、あざ笑いながら「自分を救ってみろよ。その十字架から下りてみなさいよ、あなたはキリストと言っているのでしょう」とあざ笑っていました。だから、「お前は嘘つきだ。キリストだなんて真っ赤な嘘だ。偽物でしょう」とあざ笑いました。それに加えてローマの兵士たちもイエス様をあざけっていたと書いてあります。そばに寄ってきて良い酸いぶどう酒をイエス様に差し出して、それは他の聖書を見ると旧約聖書に預言されていることなのですが、彼らから見たときにはあまりにも辛くて苦しいのでもう見ていられないという思いでものすごく酸いぶどう酒を口につけました。そうすると、少しでも痛みが和らげるかもしれないということで、それほど痛々しい光景です。そこでこのように言いました。「ユダヤ人の王なら、自分を救え」とあざ笑って言っていた根拠がなにかというと、イエス様の十字架の上に罪名の札がかかっていました。掲げていたのですがそこになにがどう書いてあったのかというと、「これはユダヤ人の王」と書いてあります。ピラトがそのように書きなさいと指示して書かせました。他の聖書を見るとそのときにパリサイ人たちが「違います」と自称を入れなさいと言っているのをピラトは自分で書きたいものを書いただけで、結局、「これはユダヤ人の王」と書かれている札がくっついていました。それを見ながら「お前はユダヤ人の王なのか。ユダヤ人の王と言っているの？それが罪名なのか。そうならば自分を救え。王様は権力があり力があり何でもできるものでしょう。特に彼らが聞いたところユダヤ人の王というものはメシヤとも呼ばれていたでしょう。そうならば、自分を救うことは簡単でしょう。」今日は読んでいないのですが、その次の箇所にイエスの両側の二人の強盗も十字架にかけられるようになりました。そこのひとりも自分も凶悪犯罪者として同じく死刑に預かるようになる立場なのに、「あなたがキリストならば、あなたがユダヤ人の王ならば私を救って見ろ」あざ笑いながら叫んだりもしていました。つまり、ローマの兵士たちも、あなたがユダヤ人の王ならば救うことができるだろう。それができないというのはお前が今まで言っていたことは、イエスがおっしゃっていたことはすべて真っ赤な嘘で、イエスがユダヤ人の王というのは偽物だ。だから、自分を救うこともできないのではないか」と彼らの頭の中にはあります。本物の王であれば力をフルに使って、このような状況をひっくり返すことができる力を持っているのが王様ではないのか。それができないということは、できないままあんな弱々し姿、痛々しい姿で死んでいくというのは王様であるはずがないという意味です。結論的にイエスは自分が言っていたキリスト、ユダヤ人の王というのはまったくの嘘だということです。その根拠がなにかというとあんなに弱々しいままの姿で自分を救うこともできない人間がどうやって他人を救うことができるのかというのが根拠です。しかし、イエス様はそれに対して何一つ返事をしないで、弁明もしないで、文句も言わないで、本当に彼らの思うどおりに十字架で死に預かるようになり、悲惨な姿、痛々しい姿のまま死んでいくようになりました。本当にイエス様は偽物だったのでしょうか。本当にイエス様はユダヤ人の王と偽りを言って冗談ばかりを言って死んでしまったコメディアンでしょうか。イエス様は指導者たち、ローマの兵士たちが思ってあざ笑っていたように偽物だったのでしょうか。なぜイエス様は本当になんの力もないままものすごく弱々しい姿で死んでいくようになったのでしょうか。
それを私たちが理解するためには、まず今日、イエス様の上に掲げていた札に書いてあった「ユダヤ人の王」という言葉を理解しないといけません。ユダヤ人の王とはどのような存在でしょうか。それは別の言葉で言いますとイスラエルの王という意味です。なぜユダヤ人の王と言われようになったのかというと、最初はイスラエルとしてスタートしましたがソロモンのあと、国が二つに北、南と分かれるようになり、北の方がイスラエルという名前をもって、北がユダヤという名前を持つようになりました。その北のユダヤの方からメシヤ、王様が来られると預言されていたので、そのときからユダヤ人の王と呼ぶようになりました。ですから、それは言葉を変えますとイスラエルの王という意味です。イスラエルの王、ユダヤ人の王はどんな存在でしょうか。それを解き明かすためにはイスラエルがどこからスタートして始まった民族なのかを正しく理解しないといけません。イスラエルは皆さんがご存知のようにこの世の中が滅びるしかない偶像だらけの時代になっていたときに、神様は神様の約束、契約のためにアブラハムを召されました。そのときからイスラエルが始まりました。そのアブラハムが召されてアブラハムの子孫の中でヤコブに向かって「あなたの名前をイスラエルとこれからは言いましょう」としてイスラエルという国が形成され、流れるようになりました。つまり、アブラハムが召されてイスラエルがスタートしたというのはイスラエルという国自体が普通の他の国々のように自発的に生まれてきた国ではなく、神様の特別な目的のために神様がわざわざ選び出して作った国という意味です。その目的はなんでしょうか。なぜ神様はアブラハムを召され、そのアブラハムの子孫をとおしてイスラエルという国を作ったのでしょうか。それはさかのぼっていき創世記から始まります。神様が人間を神のかたちに作って、人を祝福されました。そのときに人が目に見えない悪魔、サタンというものに惑わされて、神様の契約を破って神様に罪を犯すようになります。その罪は単純な罪ではありません。そのときから人は神を離れてまるで魚が水から出たように神を離れて人生、根本から生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるようになり、右に曲がっても左に曲がってもどっちに転んでも滅びるしかない運命に捕らわれるようになってしまいました。もっと大変な問題はその問題を人間自ら解決できません。お金があっても、宗教があっても、努力をしても、勉強してもその人の不幸は解決できないような問題です。それで、それを霊的な問題。滅びの運命といいますが、それは神から離れた結果そうなりました。そのときから、目に見えない悪魔に支配されるようになってしまったのでどうしようもできません。それで神様はそのように罪を犯して滅びるようになった人を愛して、そこからら人々を救い出すために約束をされました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕くと約束それました。それは神様が一方的に人間と結ばれた契約です。もし、この契約が守ることができなければ神様ご自身は半分にちぎれるという約束です。そんなことがあるはずがないのでしょうが、それほどこの契約はなにがなんでも絶対に守られるものという意味があります。とにかく、そのときから人間に希望があるのはその神様の契約だけです。女の子孫、つまり、キリスト、メシヤを送ることによって人は救われることができます。人は不幸から助けだされることができます。人は本当に神様の元に戻れるし、幸せになることができます。それが約束です。キリストが来られることによって人々は助かります、これが神の契約です。その契約をこれから守って成就していくための目的をもって召されたのがイスラエルです。つまり、イスラエルが召されたのは女の子孫が生まれて来られ、蛇の頭を踏み砕くことを成就するためにイスラエルが存在します、特にそれでイスラエルになにを約束したのかというとカナンの地を約束の地として与えることです。そのカナンの地に住むようになり、イスラエル人の中からカナンの地に約束のメシヤ、キリストが来られるように神様はセッティングされていました。それがイスラエルです。特にその女の子孫と言われていて、メシヤ、キリスト、救い主、唯一の希望、人生の問題を解決することができる救い主という方はイスラエル人としてカナンの地に来られますが、特にイスラエルの王として世に送るというのが約束です。それでユダヤ人の王としてキリストが来られるということです。つまり、ユダヤ人の王というのは一般的な王とは概念が最初から違います。ユダヤ人の王というものは創世記3章15節の女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く、キリストが来られることによって人類の罪の問題を解決する、この約束の主人公として来られるということです。言葉を変えますとユダヤ人の王としてくるのは来るのですが、それはユダヤ人が勘違いしているようにユダヤ人のためにユダヤ人を助けるだけのために来られる王ではありません。ユダヤ人の王、イスラエルの王という言葉の意味自体がその方は女の子孫として、救い主、キリストとして来られる方であり、つまり、全人類の救いのために約束された女の子孫、その方ですという意味です。だから、ユダヤ人の王、イスラエルの王と言われるときには、その方は創世記3章15節の女の子孫その方であり、キリストであり、だから、ユダヤ人の王はユダヤのために来られる方ではなく、全人類のために救い主として来られる方です。特に救いのために蛇の頭を踏み砕く、つまり、悪魔、サタンのしわざを完全に打ち壊して、偽物の王、この世の神と呼ばれて全人類を捕え人々を不幸のどん底に引き落とし、運命の滅びに捕え人々をだめにしている悪魔の頭を踏み砕いて、悪魔のしわざを打ち壊して、偽物の王、悪魔に打ち勝って勝利するために来られる王です。だから、よそのそこら辺の王様とは違うということで、エルサレム城に入るときにも乗ったことのない小さなロバに乗ってきました。普通の王様は白馬の馬車に乗って入りますが、ユダヤ人の王様はその白馬の馬車に乗って入ることは許されません。人類の救いのために、女の子孫と約束されている、それを成就するために来られる方がユダヤ人の王であり、その結果、悪魔のしわざを打ち壊して私たちを救うために十字架にかけられ贖いの犠牲のいけにえにならないといけません。それがユダヤ人の王の役割でありやるべきことです。そこら辺の王様と一緒にしてはいけません。だから、彼らはユダヤ人の王という言葉は分かっていてもその意味がまったく理解できていないし、逆に考えていて今も中東のイスラエルはその勘違いから抜け出していません。最初から聖書が私たちに預言していて「あなたがたのために送る」と約束されていたユダヤ人の王、それはある民族をとおして来られないといけないし、人間の救いのために人間の姿をとって来られるしかないので、神様はイスラエルという民族を作りました。そのイスラエルをとおしてこの世に約束された救い主、メシヤ、キリストを送るために、ただ来られる形がユダヤ人の王として来られると預言されていました。イザヤ書などを見ていてもその方は「王の王」と言われています。ですから、その王というのは輝く王冠をかぶって来られる方ではなく、人類の救いのために方法はひとつしかありません。贖いのいけにえの犠牲になるしかありません。かかとに噛みつかれると言われていました。罪人である私たち人類のために身代わりになることしか方法はありませんでした。そのために来られる方です。それがユダヤ人の王の役割です。それで十字架にかけられるしかないし、そのことによって人類の救い、また悪魔のしわざを打ち壊すことができます。これがユダヤ人の王という意味です。そうならば、その人がもし真のユダヤ人の王様であれば彼らが今あざ笑っていたかのように、ご自分を自ら救い出すことができません。ご自分を十字架から引きおろして、自分を救い出すということはあり得ないし、できないし、やりません。真のユダヤ人の王であれば。十字架にかかっていたものが力があるから、能力があるから、奇跡も起こせる方なので、そこで何かの奇跡によってローマの兵隊を全部殺して十字架から飛び降りて去っていくことも十分あり得るし、イエス様にはそのような力があるし能力あります。でも、力があるから、能力があるから、できるからとそれを全部使うわけではありません。もしそのようなことがあったなら、その人はユダヤ人の王様ではありません。ユダヤ人の王様は能力があり力があり権力があり権威がありすべてを持っているにもかかわらず、一切使うことができません。できることはひとつしかありません。十字架にかけられて贖いのいけにえの犠牲になることしか許されていないし、できません。ですから、真のユダヤ人の王、真のキリストであれば自らを救うことはしないしできません。それが証拠です。逆にユダヤ人の王であれば、ユダヤ人の王の十字架の上での死こそ真の救いになります。ユダヤ人の王であれば、そのユダヤ人の十字架での死、それこそが悪魔の頭を踏み砕かれて勝利する、真の勝利になります。そのため自ら自分を救うということはありえないし、しないし、とんでもありません。そのことでイエス様は力がないからではなく、能力がないからではなく、ご自分で真のユダヤ人の王様であるがゆえにどんなにあざ笑って、あざけられることがあっても、自分で十分力があっても使うことはできないし、使わないし黙っていて何も言わないで十字架の死刑に預かるようになりました。理由はイエス様こそ真のユダヤ人の王様ですから。ユダヤ人の王様であれば十字架から自分を救い出すことができません。能力がないからではありません。
序論で申し上げましたようになにか力があって、なにか正しいから、あくまでもそれを曲げずに最後の最後まで決着をつけず、最後の最後までそれを使うということは一般の話であって、救いの話になったときには話が別になります。それが通用しません。それをはるかに上回る原理です。目的はひとつしかありません。すべてをまとめる理由は人の、人類の救い、神様の約束の成就、それしかありません。それしか原理、基準がありません。どちらが正しいかどうか、すべて無用になります。正しくても正しくなくても構いません。黙っていて死ぬしかありません。あざけられることをそのまま受け入れるのです。理由は救いのためです。それが救いです。それが神様の愛です。それが救い主の役割です。でも、彼らはそこにかかっているイエス様こそが真のユダヤ人の王だということが実は分かっていなかったのであざわらっていたのです。「そこから飛び降りて自分を救うことができる人ならばユダヤ人の王でしょう」と勘違いしていました。反対、逆です。イエス様は沈黙でその十字架の苦しみ、悲惨な死を受け入れ、そして、その死に預かるようになりました。これこそが彼らは偽物だという証拠として取り上げてあざ笑っていましたけれども、彼らは聖書も歴史も人生の問題も何もかも分かっていないからです。聖書を吟味してみると逆にイエス様こそ、神様ご自身でありながらもイエスさまがおっしゃっているように今、天の軍勢を動員すれば地球の半分でも滅ぼすことができる方でありながらも、その権限と力を使わないのです。なぜでしょうか。イエス様ご自身が約束されたメシヤで真のユダヤ人の王様なのでそういうことができません。私たちの救いのためにそれらすべては片づけて封印して我慢していらっしゃいます。理由はひとつしかありません。それしか罪人である私たちが救われることができないので、悪魔のしわざに引っかかって一生、偶像崇拝にだまされ、様々な苦しみを抱え神様に背いて結局は地獄に落ちるしかない私たちが助かる方法は、真のユダヤ人の王様が十字架で身代わり、贖いの犠牲のいけにえになることしか方法はないので、すべてを封印されました。周りからあざけられながらも封印され、あざ笑って指差され偽物、嘘つきと言われながらもすべてを受け入れて我慢して十字架の死に預かるようになりました。私たちの救いのために。皆さんの救いのために。神様の理由はこれしかありません。他のなにかで正しいかどうか悩む必要はありません。また、これにあてて一緒に考えようとするのは愚かなことです。神様にはなにも通用しないし価値あるものがありません。救われるか救われないか、それしかありません。それをもう一度、救いが中心であること、それほど救いが絶対的ですべてなのだということを心に留めていただきたいと思います。
それで、私たちは彼らが嘲笑っていたことと逆にこのことを確認して、何も話さないで、何も抵抗しないであざけられながら黙っていて十字架の死に預かりましたイエス様を見て私たちは逆に告白します。「イエス様こそ、真のユダヤ人の王様です。つまり、イエス様こそ約束された救い主、キリストその方です」。それでイエス様は油注がれた者、真の王様、真の預言者、真の祭司です。」これらをもう一度、確認して告白することができます。それが神様の望みです。クリスチャンがなぜ力がないかというと周りの環境が厳しいから、皆さん自分自身に様々な弱さがあって問題があるから、障害があるからではありません。もしも皆さんにうつの状態があって精神的なトラブルがあるにしても、それは一切問題ではありません。十分に勝利できます。イエス様が本当にキリストだという告白ができていないからそこが問題なのです。そこがクリスチャンなのに力がない理由であり、クリスチャンなのに神様の答えに預かることができない理由がそこにあります。世が与えることができない真の安らぎを味わい、本当に物によって動かされない、左右されない喜びをもって賛美できる存在なのに、それが皆さんにありますでしょうか。無い理由がどこにあると思いますか。なにかに合格しないから、思っていたところにぴったり入れないから、自分の思うがままにそれが進んでいないからでしょうか。そうではありません。死の谷の影を歩いていても「イエス様こそが自分のキリストです」と告白できるものはそのすべてに打ち勝って喜びを爆発し賛美を捧げることができ、現場を征服することができます。小さな少年でも老人でも障害者でもまったく関係ありません。イエスがキリストなので。彼らはあざ笑っていたのですが全部逆にイエス様こそ真のユダヤ人の王、イエス様こそキリスト、つまり、言葉を変えますとイエス様は本当にすべての問題の解決者です。それをもう一度私たちは確認し告白します。それでイエス様は十字架で黙ってあざけられながら死んでいかれました。イエス様こそすべての問題の解決者です。イエス様がキリストだということはこのイエス様によってすべてが終わりという意味です。右も左もこんがらがる理由も、気が散る理由もありません。1本しかありません。イエス様にすべての知恵と知識の宝が全部そこに隠されています。だから、だれでもイエス様を救い主キリストとして信じるとその人は滅びることなく永遠のいのちの祝福が与えられます。永遠のいのちです。永遠のいのちの祝福はどんな祝福なのでしょうか。だれでもです。だから、イエス様はなぜ真のユダヤ人の王としてすべてを封印し、自分が持っている能力、権限は一切使わず、贖いの犠牲のいけにえとしてあざけられながら十字架で死んでいったでしょうか。これからはだれでもこのイエスを信じるものは永遠のいのちの祝福を与えるためにそうしました。どのような過去を歩いてきたのか、まったく関係ありません。人生180度まるっきり新しく変えられます。以前のものは過ぎ去り、イエスを信じるものはすべての人生の問題が終わり、永遠のいのちの祝福に預かるようになります。だれでもです。これこそがビッグニュース、グッドニュース、これこそがゴスペルです。ここがクリスチャンでありながら理解できていないからクリスチャンらしい力を発揮することがなかなかということをできないでいるということを覚えていただきたいし、こちらのほうに視線を集中してこれを気にかけていただきたいと思います。その祝福のことは分厚い聖書に書かれているくらいきりがない祝福です。皆さんが今死んでも天国に迎え入れられるようにもうすでに保障されているし、皆さんの中にこの勝利のキリストが聖霊をとおして永遠に離れることなくともにおられるようになります。永遠のいのちの祝福、パウロはこのように告白しました。天にある霊的なすべての祝福をいただいていると。まるで皆さんを天使が見たときに、サタンが見たときに、世の中の暗やみの力を見たときには皆さんが神様ではないか、キリスト、イエス様ではないかと勘違いするほどの存在に変えられることを永遠のいのちと言います。いつでしょうか。イエス様を信じるそのときです。それが永遠のいのちです。ものすごく縮めて申し上げるとイエス様が真のユダヤ人の王であるがゆえに、つまり、イエス様こそがキリストなので、そのイエスさまを信じて受け入れると永遠のいのちが与えられるというのは、だれでもイエス様を信じる人はその人をとおして世界の福音化ができるほど祝福されたということです。だれでもです。ものすごく貧乏な人間でも、ものすごく学歴のない人間でも、あるいはエリートでも関係なく、それぞれ与えられているものをもって、覚えていてください。イエスを信じるとどれくらい祝福されるのかというと、その人ひとりをとおして世界福音化ができるほど祝福されたことです。それを永遠のいのちと言います。それを覚えていてください。なぜでしょうか。皆さんが世界の福音化に熱い情熱を燃やしているからではなく、皆さんが救い主として信じて受け入れたイエス様が真のユダヤ人の王、キリストなのでそのようにならざるをえないのです。それを今日確認して覚えていただきたいと思います。十字架で「おまえは偽物。嘘つき」とあざけられながら死んで生きましたイエス様のことを今日心に留めて、皆さん自分の告白として本当に告白してください。イエス様は私のキリストです。どのようにでしょうか。他のすべてのテーマ、大事なもの、なんとかかんとかを全部置いておいてこれだけに集中してください。「イエス様はキリストです」。就職するか大学に行くか、離婚するか結婚するかなどのすべてのテーマを、この問題があり、あの問題があります。過去はこうでした。ああでしたなどは全部下してください。一切関係ありません。ひとつだけに、イエス様はキリストですと。この告白をしないといけません。サタンは教会に通っている者でもこの告白を邪魔します。あらゆることが一緒に混ざっています。大事なことはありません。1分でもよいです。一生に1回でよいですから、「私の人生の中でこれから私にとって大事なことは、私が気にかけるべきことは一切ありません。いのちも大事ではありません。全部下してただひとつだけに今集中します。イエス様はキリストです」この告白ができないでしょう。それがサタンの邪魔です。それが霊的な問題です。ただ「イエス様はキリストでしょ。わかっていますよ」ではなく、本当に地球の中で何一つ重要なことはないと全部捨てて、その告白だけに集中してみてください。1分でも良いです。イエス様はそのような告白に値するキリストです。それが神様の望みです。すべてを置いておいて、だれかが悪いのでしょうか。良いのでしょうか。わかりません。全部置いておいて自分の人生の中で目標が何でしょうか。わかりません。すべてを白紙にして私に必要なのは、私の人生に切実に必要なのはイエス様を告白することだけですという思いをもちましょう。本当に向かい合ってイエス・キリストを受け入れてみていただきたいと思います。今週1週間の内、1分でもよいのでやってみてください。なぜ悔しいことに教会まで来てこのキリストのお話、福音を聞いているにもかかわらずなぜその告白を避けているのでしょうか。そんなに悪魔が好きなのでしょうか。なにもかも全部下してください。皆さんの人生の中で大事なものは一切ありません。皆さん、いのちが10個あってもキリストがなければ地獄です。だから、全部下してキリストだけです。イエス様は私の救い主キリストですと言う告白をしてイエス様を受け入れましょう。何の条件もありません。私は罪人です。イエス様がいらっしゃらなければだめです。告白して、それから、慎んで考えると皆さんの人生すべてがフイルムのように走馬灯のように流れるときに、そのすべてが「なるほど、だから、キリストなのだね」と全部キリストにつながるものになります。良い悪いとかありません。その告白をしてください。
それから、イエス・キリストを信じる以外には救いはありません。救いが中心で基準です。ぜひ1回でも1秒はあまりに短いから30秒でも救いだけを中心にして、他のことは中心、基準のところから全部はずして考える時間をぜひ持っていただけないのでしょうか。人生変わります。それから、その告白のあとその救いを中心にして皆さんの幸せ、不幸などを改めて整理してください。皆さんが幸せと思っていることを目指しているから、それに制せられます。またそうなっていない歯がゆさのゆえに皆さんは精神的に様々な面において押さえつけられるようになります。そして、皆さんが不幸だと思っていることが今私に襲いかかっているのでその不幸によってまた押さえつけられて、精神的に様々な面において圧迫されるようになります。だから、聖書のお話、キリストのお話を聞きながらも、それが聞きたくないような状態になります。メッセージが聞けない状態になります。その状態では現場を生かすことはできません。先ほども申し上げましたように皆さんがイエスさまを信じることによってその途端、世界福音化ができる存在になります。自動的に。それなのにまったく私とかけ離れているのではないでしょうか。この救いを中心に幸せと不幸を改めていないからです。だから、不幸でないものを不幸だと思って、幸せでないものを幸せだと思っているから、いつまでたっても教会に通っていながらも死ぬときまでずっとご利益的な考え方に引きずりまわされてしまいます。それを聖書的な言葉で言うと精神的に押さえつけられるような状態がずっと続きます。いつになったらこの不幸から出られるか。いつになったらあの幸せに到達できるのかと。そんなのはありません。イエス・キリストを受け入れた者は幸いな者、幸せな者。救われた者こそ幸せな者なのです。だから、そういうことを改めて皆さんが24時間どんなときでも自分は幸せで世界で最高に幸せな者だと言えるような状態を保っていかないといけません。それで不幸だと思っていたものによる「私は不幸なのか。いつこの不幸が終わるのか」という考えから完全に解放され自由になるようにしましょう。それは不幸ではありません。それをどうにかしようと思わないでほっておいて世界の福音化の約束を握って現場に入っていきましょう。それをどうにかしようとしてもどうにかならないし、自分自身を変えようとしても変わらないから、変わらないままでいいから、イエス・キリストを受け入れたのでもう終わりました。変わることは神の時刻表によって神の理由があるときに変わるわけですので、気にしないで世界の福音化の約束の方に入りましょう。あらゆることをとおしてまただまされてしまいます。「こんな問題があるのではないか。こういう弱さがまだあるでしょう。こんな霊的な問題があるでしょう。まだ成功などしていないでしょう」によって世界福音化が可能な存在なのに、それに入れないようにサタンは邪魔します。それは全部宗教です。そうではありません。キリスト、イエスを受け入れることによって皆さんはその瞬間から死ぬときまで幸せです。その幸せは奪われることはありません。ですから、皆さんが不幸だと思って気にかけていて心のどこかが暗くなってしまうようなことは一切不幸でもなんでも気にするようなことではありません。もしかして、夜夢の中でへんなお化けが出てきて、皆さんの首を絞めたりするでしょうか。それも不幸ではありません。皆さんがキリストを逃していることが残念な事であって、すべてそのまま、ありのままでよいのです。イエスがキリストであるという告白をしてください。自分が世界で最高に幸せな者ですと。この整理、改めること、それからもう一度皆さんのその幸せの救いがどのように成り立っていたのかということを黙想してください。イエス・キリストがすべてのあざけられること、すべてのことを封印して我慢しあがないの犠牲のいけにえになられることによって皆さんの救いが成り立つようになりましたので、もう絶対的なものです。それをもう一度黙想しながら、救われたことに対して絶対に揺れない確信を持つようになり、それによる感謝を捧げるようになりましょう。他の理由を排除しましょう。
2部の礼拝でも申し上げますが、そういう信仰をも進んで行くうちにより厳しい条件になることもありえます。そのような事は一切関係なく感謝してください。イエス・キリストのあの犠牲の上で私たちは救われたのです。この救いは尊いものなのだね。この救いは変わることもできないし、だれも奪い取ることができないものです。イエスの犠牲の上に成り立っているものなので、だから、私は救われても感謝です。

　

皆さん最後に皆さんこれから伝道を中心にした人格を整えていくように、これから人格を整えていくようにしましょう。パウロは自分がローマの市民権を持っていたにもかかわらず、持っているからいつでも使ったわけではありません。よく吟味をしながら伝道につまり、他人の救いに有利な方に使う使わないを決めていました。パウロは自分では偶像崇拝にささげたものであれ、お酒であれ、タバコであれ自由に飲んで飲まないという自由が全部ありました。どうでもよいものでした。しかし、使う権利があるにもかかわらず使わなかったのです。他の弱い信徒が見てつまずいて、もしかして伝道に福音宣教、他人が救われることに支障が起きたり邪魔になるようなことがあれば使いません。それが伝道を中心にした人格です。イエス様がキリストとして神様としての能力、力があるのにも関わらず、それを行使しませんでした。理由は人類の救いのためです。そのキリストによって救われた私たちのこれからの人格、キリスト教の道徳、倫理というものはそういうものです。伝道、他人の救いのために、教会の中で救われた兄弟姉妹でも外を見る他人の救いのためにどちらがよいのだろうと中心にして考えると、自分の正しいことでも「私が間違っています。自分が争っていけば勝つことですが私は負けるよ」と譲ります。理屈ではありません。それがなかなか難しいのです。だから、まずキリストによる幸せと世界福音化という契約を握らないといけません。世界福音化という契約を握らないといけません。外に世界福音化の救われるたましいがいっぱいあって、皆さんはそのようなたましいを救うことができる存在です。ですから、内側の喧嘩などをしてはいけないでしょうということです。それが人格です。元々、自分が教養があって人格が優れた者だからではありません。正しくても最後まで主張したりしません。自分がもしやっていけば勝つのでしょうが譲ります。私が負けた。あなたの勝ちでしょうと相手のことをたたえます。なぜでしょうか。福音宣教のためです。パウロは言いました。私は律法のない者にはないもののように、あるものはあるもののように、ユダヤ人はユダヤ人のようであり、ギリシャ人はギリシャ人のように、パウロはカメレオンではありません。しっかり基準があります。伝道という基準があってそれに有利な方向、それが人格です。教会の中でもどちらが正しいか、正しくないか。「先生、うちの教会が正しいのになぜ黙っているのですか」という信徒さんも多いです。正しいかどうかは基準ではありません。伝道に有利なのか、世の中の人が救われることに有利なのか、そうでないのか。いつもそれを考えないといけません。自分が持っているから全部自由に使えるものではありません。これからは他人を助けるために他人がいのちの祝福に預かることのために、その基準をもってそれを使うか使わないかが決められるものです。それが伝道を中心にした人格というものです。そのことを心掛けていただきたいと思います。
そのために、まず大切なのはキリストによる揺れることのない確信を持って、いつも自分自身に言い聞かせてください。気持ちがついて行かなくても構いません。勘違いみたいに思われても構いません。「私は世界で最高に幸せな者だ。私をとおして世界福音化が必ず成し遂げられる、その主人公です。そのために今、私の現場はその世界福音化のための現場です」と告白しましょう。皆さんの現場と関わっている人々を全部メモして整理しないといけません。なぜかというと方法ではなく、皆さんがイエスを信じるということは永遠のいのちが与えられることであり、その瞬間、自動的に世界の福音化がだれでも可能になります。信じないだけです。やってみてください。本当なのかどうか体験しないといけません。「私がいるだけで名前を整理して周りをそのような目で見るだけですごいことが起こるのだね」と経験するようになります。それに先ほど申し上げましたように皆さんの人格がついていけない、状況、問題、足りなさなどは一切そのまま置いておいて、世界の福音化はイエスを信じている者は自動的に皆ができることなのでそちらを優先にしてすべてを整理してみてください。「あなたは自分の信仰もしっかりしていないのに。教会もしっかり来られないものがそれをできるの」という言葉も一切無視して、とにかく、イエスを信じた、イエスをキリストとして告白したものであれば、そのイエスは真のユダヤ人の王なので皆さんをその瞬間、だれでも世界福音化の主人公に変えられる方なのです。それがイエス様の約束です。皆さん嫌でもそうなります。宿命です。「嫌、嫌」となるとずっと苦労するだけです。何も気にしないでください。本当になにも気にしないでください。イエス様を受け入れたのでしょうか。世界の福音化の約束を握って現場でそれを信じてなにもかもあとにしてそれを祈っていると癒しがそれに付いてくるものです。全部癒されてから伝道に出ようというのは「一生伝道しません」という告白と同じです。イエスを受け入れたことによってもう終わりました。いろいろ問題があるのでしょうか。問題ではありません。世界福音化になにも支障がないし、また正確に申し上げると皆さんが心配していること、それが世界福音化に全部役に立つものになりますので、何も気にしないで伝道のために祈りましょう。伝道のことを考えましょう。それだけです。そうすると奇跡を見るようになります。なぜでしょうか。イエス様こそキリストだからです。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。あざけられながらイエス様は十字架で死なれました。それこそがイエス様が真のユダヤ人の王、キリストである証拠であることを今日確認して、そのイエス・キリストを告白する幸いを感謝いたします。そして、そのキリストあるイエス様を告白することがどれほど大きな完璧な祝福なのかをもう一度改めることによって、私たちのすべてが世界福音化と現場の宣教に向けられるようにひとりひとりを整えてください。それに邪魔する一切の理由が存在しないことをもう一度確認しながら、伝道のことを具体的に思いつつ祈ることができ、その奇跡を見る主人公になるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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